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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公表番号】特表2018-518574(P2018-518574A)
【公表日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-026
【出願番号】特願2017-564376(P2017-564376)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 210/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    2/00     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ    2/38     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  210/02     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年10月30日(2020.10.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン系ポリマーを形成するためのプロセスであって、エチレンと、少なくとも１つ
の対称ポリエンと、少なくとも１つの連鎖移動剤（ＣＴＡ）を含む少なくとも１つの連鎖
移動剤系とを含む反応混合物を重合させることを含み、前記重合が、少なくとも１つのフ
リーラジカル開始剤の存在下で起こり、前記重合が、少なくとも２つの反応区域である反
応区域１及び反応区域ｉ（ｉ≧２）を備え、かつ反応区域ｉが反応区域１の下流にある反
応器構成において起こり、「前記第１の反応区域への供給物の前記ＣＴＡ系の活性度」の
「前記反応区域ｉへの累積供給物の前記ＣＴＡ系の活性度」に対する比（Ｚ１／Ｚｉ）が
、（０．８－０．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））以下であり、Ｃｓが、０．０００１～１０であり
、
　前記エチレン系ポリマーが、以下の関係に合致するＧ’値を有し：Ｇ’≧Ｃ＋Ｄｌｏｇ
（Ｉ２）であり、式中、Ｃ＝１６７Ｐａであり、Ｄ＝－９０．０Ｐａ／ｌｏｇ（ｄｇ／分
）であり、溶融指数（Ｉ２）が、１～２０ｇ／１０分である、プロセス。
【請求項２】
　エチレン系ポリマーを形成するためのプロセスであって、エチレンと、少なくとも１つ
の対称ポリエンと、少なくとも１つの連鎖移動剤（ＣＴＡ）を含む少なくとも１つの連鎖
移動剤系とを含む反応混合物を重合させることを含み、前記重合が、少なくとも１つのフ
リーラジカル開始剤の存在下で起こり、前記重合が、少なくとも２つの反応区域である反
応区域１及び反応区域ｉ（ｉ≧２）を備え、かつ反応区域ｉが反応区域１の下流にある反
応器構成において起こり、以下のうちの少なくとも１つ：（Ａ）前記連鎖移動剤系が、１
３０℃及び１３６０気圧で≦０．０２０のＣｓ値を有し、かつ／または（Ｂ）前記第１の
反応区域への供給物の前記ＣＴＡ系の活性度の、前記反応区域ｉへの累積供給物の前記Ｃ
ＴＡ系の活性度に対する比（Ｚ１／Ｚｉ）が、０．９０以下であり、
　前記エチレン系ポリマーが、以下の関係に合致するＧ’値を有し：Ｇ’≧Ｃ＋Ｄｌｏｇ
（Ｉ２）であり、式中、Ｃ＝１６７Ｐａであり、Ｄ＝－９０．０Ｐａ／ｌｏｇ（ｄｇ／分
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）であり、溶融指数（Ｉ２）が、１～２０ｇ／１０分である、プロセス。
【請求項３】
　前記反応混合物が、少なくとも１つの非対称ポリエンをさらに含む、請求項１または２
に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記対称ポリエンが、構造ｉ）、構造ｉｉｉ）（式中、Ｒ１３＝Ｒ１４である）、構造
ｉｖ）（式中、Ｒ１５＝Ｒ１８である）、構造ｖ）（式中、Ｒ１９＝Ｒ２４である）、ま
たは構造ｖｉ）から選択され、前記非対称ポリエンが、構造ｉｉ）、構造ｉｉｉ）（式中
、Ｒ１３≠Ｒ１４である）、構造ｉｖ）（式中、Ｒ１５≠Ｒ１８である）、構造ｖ）（式
中、Ｒ１９≠Ｒ２４である）、または構造ｖｉｉ）から選択され、構造ｉ）～ｖｉｉ）が
、
【化１】

　ｉ）（式中、ｔが２～２０である）、

【化２】

　ｉｉ）（式中、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１２が各々独立して、Ｈまたはアルキルから選
択され、ｎが１～５０である）、
【化３】

　ｉｉｉ）（式中、Ｒ１３及びＲ１４が各々独立して、Ｈまたはアルキルから選択され、
ｍが１～５０である）、
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【化４】

　ｉｖ）（式中、Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、及びＲ１８が各々独立して、Ｈまたはアルキ
ルから選択され、ｐが１～５０である）、
【化５】

　ｖ）（式中、Ｒ１９、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、及びＲ２４が各々独立して、
Ｈまたはアルキルから選択され、ｒが１～１０００である）、
【化６】

　ｖｉ）（式中、Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７、及びＲ２８が各々独立して、Ｈまたはアルキ
ルから選択され、ｖが１～１０００である）、

【化７】

　ｖｉｉ）（式中、Ｒ２９がＨまたはアルキルであり、ｗが１～２０である）である、請
求項３に記載のプロセス。
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【請求項５】
　前記対称ポリエンが、構造ｉ）及び構造ｉｉｉ）（式中、Ｒ１３＝Ｒ１４である）から
なる群から選択され、前記非対称ポリエンが、構造ｉｉ）及びｉｉｉ）（式中、Ｒ１３≠
Ｒ１４である）からなる群から選択される、請求項４に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記対称ポリエンが、
【化８】

　であり、式中、ｎが１～５０である、請求項１～５のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記対称ポリエンが、
【化９】

　であり、式中、ｐが１～５０である、請求項１～５のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記エチレン系ポリマーが、α－オレフィン、ビニルアセテート、アクリレート、メタ
クリレート、無水物、及びビニルシラン、またはそれらの組み合わせから選択される１つ
以上のコモノマーをさらに含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のプロセス。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　一態様において、本発明は、低活性化ＣＴＡ系組み合わせて、カップリング及び／もし
くは分岐構成成分を使用すること、ならびに／またはより高濃度のＣＴＡを優先的に下流
反応区域に供給することにより、増加したＧ’値を有するエチレン系ポリマーを形成する
ためのプロセスを提供する。別の態様において、本発明は、エチレンと、少なくとも１つ
の対称ポリエンと、少なくとも１つのＣＴＡを含む少なくとも１つの連鎖移動剤系とを含
む反応混合物を重合させることを含む、エチレン系ポリマーを形成するためのプロセスを
提供し、重合が、少なくとも１つのフリーラジカル開始剤の存在下で起こり、重合が、少
なくとも２つの反応区域である反応区域１及び反応区域ｉ（ｉ≧２）を備え、かつ反応区
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域ｉが反応区域１の下流にある反応器構成において起こり、「第１の反応区域への供給物
のＣＴＡ系の活性度」の「反応区域ｉへの累積供給物のＣＴＡ系の活性度」に対する比（
Ｚ１／Ｚｉ）が、≦（０．８－０．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））であり、ここで、Ｃｓが、０．
０００１～１０である。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　別の態様において、本発明は、形成プロセスを提供し、本プロセスは、エチレンと、少
なくとも１つの対称ポリエンと、少なくとも１つのＣＴＡを含む少なくとも１つの連鎖移
動剤系とを含む反応混合物を重合させることを含み、重合が、少なくとも１つのフリーラ
ジカル開始剤の存在下で起こり、重合が、少なくとも２つの反応区域である反応区域１及
び反応区域ｉ（ｉ≧２）を備え、かつ反応区域ｉが反応区域１の下流にある反応器構成に
おいて起こり、以下のうちの少なくとも１つ、（Ａ）連鎖移動剤系が、１３０℃及び１３
６０気圧（atmosphere）で≦０．０２０のＣｓ値を有し、（Ｂ）第１の反応区域への供給
物中の、反応区域ｉへの供給物中に対するＣＴＡ活性度比（Ｚ１／Ｚｉ）が、≦０．９０
である。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　実施形態において、ＣＴＡ系（複数可）は、少なくとも区域１及び区域ｉ内の重合に添
加され、ここで、ｉ≧３であり、ｉは、最終反応区域Ｉであり、かつ反応区域１の下流に
あり、「反応区域１への供給物中のＣＴＡ系の活性度」の「反応区域ｉへの累積供給物中
のＣＴＡ系の活性度」に対する比（Ｚ１／Ｚｉ）は、≦１．３、または≦１．２、または
≦１．１である。実施形態において、ＣＴＡ系（複数可）は、少なくとも区域１及び区域
ｉ内の重合に添加され、ここで、ｉ≧３であり、ｉは、最終反応区域ｉであり、かつ反応
区域１の下流にあり、「反応区域１への供給物中のＣＴＡ系の活性度」の「反応区域ｉへ
の累積供給物中のＣＴＡ系の活性度」に対する比（Ｚ１／Ｚｉ）は、≧０．１、または≧
０．２、または≧０．３である。一実施形態において、適用されるＣＴＡ系の全体のＣｓ
値は、Ｍｏｒｔｉｍｅｒらにより測定される場合、１３０℃及び１３６０気圧（atmosphe
res）で≦０．０２０、または≦０．０１０、または≦０．００６、または≦０．００４
である。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　溶融指数－溶融指数、またはＩ２を、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８（１９０℃／２．１６ｋｇ
の条件）に従って測定し、ｇ／１０分で報告した。Ｉ１０を、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８（１
９０℃／１０ｋｇの条件）に従って測定し、ｇ／１０分で報告した。 
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